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■自主・・・自分のものとして考え ■共働・・・一緒になって働き 
  
■自立・・・自分たちの力で育てる ■共助・・・お互いに助け合う 

 

 
 ～特 集～ 
 
「エコ・かえるくん事業」 
「シルバーはい菜農園」 
 関連紙面  
   ☞ 6面･７面 
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年
度
収
支
予
算
に
係
る
理
事
会
決
議
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
平
良
正
一
理
事
の
閉
会
宣
言
で
平
成
二
十

八
年
度
定
時
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
稲
福
勇
地
域
班
会
長
司
会
の
下
、 

舞
踊
、
器
楽
合
唱
等
々
、
会
員
の
芸
能
が
多
く
披
露
さ
れ
、
雰 

囲
気
も
盛
り
上
り
、
終
始
、
和
や
か
な
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 

平
成
二
十
八
年
六
月
九
日
（
木
）
午
後
二
時
、
西
原
町
中
央

会
公
民
館
に
お
い
て
、
平
成
二
十
八
年
度
公
益
社
団
法
人
西
原

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

会
員
総
数
236

名
に
対
し
、
出
席
者
117

名
、 

委
任
状
71

名
、
出
席
合
計
188

名 
 

以
上
の
出
席
を
得
て
、
公
益
社
団
法
人
西
原
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
定
款
第
十
八
条
（
定
足
数
）
に
基
づ
き
、
定
刻
、

玉
那
覇
満
彦
副
理
事
長
に
よ
り
開
会
宣
言
が
な
さ
れ
た
。 

崎
原
盛
隆
会
員
の
司
会
の
下
、
翁
長
正
吉
理
事
長
よ
り
挨 

拶
、
引
き
続
き
来
賓
の
上
間
明
西
原
町
長
、
新
川
喜
男
議
会 

議
長
並
び
に
沖
縄
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
の
大
湾 

政
松
会
長
よ
り
、
ご
祝
辞
、
激
励
を
賜
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
ご
列
席
頂
い
た
来
賓
の
方
々
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

審
議
に
先
立
ち
、
新
川
善
昭
理
事
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
以 

下
の
審
議
に
移
り
ま
し
た
。 

  
 
 

(

議
案
第
一
号) 

平
成
二
十
七
年
度
事
業
報
告 

 
 
 

(

議
案
第
二
号) 

平
成
二
十
七
年
度
収
支
決
算 

 
 
 

(

議
案
第
三
号) 

理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任 

 
 
 

(

報
告
第
一
号) 

平
成
二
十
七
年
度
補
正
予
算 

 
 
 

(

報
告
第
二
号) 

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画 

 
 
 

(

報
告
第
三
号) 

平
成
二
十
八
年
度
収
支
予
算 

  

こ
れ
ら
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、
全
て
原
案
の
と
お

り
、
異
議
な
く
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
報
告
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
報
告
が
な
さ
れ
ま 

し
た
。
特
に
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
基
本 

方
針
並
び
に
重
点
目
標
と
し
て
数
値
目
標
を 

掲
げ
取
組
む
旨
、
ま
た
十
五
の
事
項
か
ら
な 

る
実
施
計
画
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
更 

に
当
該
の
事
業
計
画
に
基
づ
く
平
成
二
十
八 

 
 

 

理
事
長 

 

翁
長
正
吉 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

副
理
事
長 

 

玉
那
覇
満
彦 

  
 

 
 

 
 

司 会 
崎原盛隆 

司 会  
稲 福  勇 

(地域班会長) 
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理
事
長 

 
副
理
事
長 

理 
事 

 

理 

事 
 

理 

事 
 

理 

事 
 

理 

事 
 

理 

事 
 

理 

事 
 

監 

事 
 

監 

事 
 

 

翁

長

正

吉 

玉
那
覇
満
彦 

新

川

善

昭 

平

良

正

一 

崎

濱

静

江 
新

城
 

清 
渡
慶
次
柴
良 

崎

間

達

三 

太

田

守

昭 

崎

原

盛

廣 

高
江
洲
昌
明 

 
 

（
十
一
名
） 

 

 

任
期 

 
 

平
成
二
十
七
年
度
定
時
総
会
～ 

 
 

平
成
二
十
九
年
度
定
時
総
会 

） 

   ～理事会について～ 
（業務執行等に関する法人の意思決定機関） 

※ｾﾝﾀｰ運営の効率化と適正化を図る機関です。 

 平
良
正
一 

川
満
英
一 

玉
那
覇
満
彦 

松
川
勝
雄 

田
本
浩
一 

★ ◎ 

 

安
里
安
雄 

太
田
守
昭 

稲
福 

勇 

新
城 

清 

中
山 

繁 

★ ◎ 

 

渡
慶
次
柴
良 

玻
名
城 

聰 

崎
濱
静
江 

与
那
城
武
旭 

大
城
栄
繁 

★ ◎ 

 

崎
原
盛
隆 

大
城 

進 

新
川
善
昭 

崎
間
達
三 

與
那
城 

博 

★ ◎ 

 

★
＝ 

委
員
長 

◎
＝ 

副
委
員
長 

 

専
門
委
員
会 

 
セ
ン
タ
ー
活
動
の
効
果
的
推
進
を
図
る
為
、
各

分
野
で
協
議
し
、
取
組
む
事
項
を
決
定
し
ま
す
。 

★
＝ 

会
長 

◎
＝ 

副
会
長 

  

 

 

 

 

 

 

  

西原東２班 

玉那覇新一 

西原東１班 

稲福 勇 ★ 

坂田２班 

新城 清 

坂田１班 

玻名城 聰 ◎ 

  

 

 

 

 

 

 

  

西原南２班 

崎間達三 ◎ 

西原南１班 

松川勝雄 

西原２班 

万里崎英広 

西原１班 

宜志富紹盛 

 地域班 （区域：公立学校の校区(４地区)／班：行政区３２区を８班

に編成）は、全会員で構成し、活動しています。 

 

《主
な
活
動
》 

  
 

◆ 

会
員
相
互
の
親
睦
と
連
帯
意
識
の
高
揚 

 
 

◆ 

事
業
の
開
拓
と
就
労
促
進 

 
 

◆ 

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
新
規
会
員
の
勧
誘 

 
 

◆ 

会
員
へ
の
伝
達
及
び
文
書
等
の
配
布 

 
 

◆ 

会
員
の
意
見
、
希
望
等
の
調
査 

 
 

◆ 

奉
仕
活
動(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア)

の
取
組 

 
 

◆ 

そ
の
他
セ
ン
タ
ー
事
業
の
運
営
及
び
発
展
の 

 
 
 
 

た
め
に
必
要
な
活
動 

 会員お一人おひとり、 

皆で協力、支え合って「地域班」
を盛り上げましょう！ 
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  平成２８年４月８日(水)、リサイクルヤードを訪れ、「生ごみプラント」を

始め、のびるくん(アミノ酸液肥)の製造工程等の取材がありました。    

  当該の取材内容は沖縄全戸配布のＪＡおきなわ『あじまぁー』に掲載

されました。  ◆ 『あじまぁー』 （沖縄県農業協同組合発行） 

            ※ ２０１６年６月号 （vol.166／通巻第 166号） 

   
  平成２８年６月１１日(土)、会員２０名参加の下、公共施設清掃ボラン

ティア活動を実施しました。 

    ①西原の塔    ②旧西原村役場壕跡 

  また、当日開催の「平成２８年度ちゅら島環境美化清掃活動（西原町 

 主催・他）へも９５名の会員が参加し、地域の環境美化に努めました。 

 

 
  当センターでは毎年、町立学校の 

体験学習の受入れを行っており、 

本年度も６月中､３日間、両校の生 

徒が会員の就業現場にて共に汗 

を流すなど、センター事業につい 

て学びました。 

 

  
  平成２８年７月１２日(火)、翁長理事長､屋良事務局長は、 

 西原町社会福祉協議会の｢町共同募金委員会｣を訪ね、 

 熊本地震の被災地支援の為に、当センター設置の義援金箱にて、会 

 員並びに役職員で募った７万５，０４１円を託しました。／ 義援金は、 

 沖縄県共同募金会を通して被災地(熊本県・大分)に送られます。 

 

 
 平成２８年７月２６日㈫、全国ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝ

ﾀｰ事業協会定時総会決議に係る要請行動

を実施しました。 ／ 同決議は「『「ニッポン一

億総活躍プラン」を実践するシルバー人材セ

ンターへの支援の要望』」とし、シルバー事業

の地域社会への貢献等を示し、要望としてシ

ルバー事業の推進の為に必要な補助金や委

託事業における会員の就業機会を引き続き

ご支援・ご協力願いたい旨、要請しました。 

 



第 17 号 シルバーだより 2017 年 3 月 

 

5  
 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
     

 

 

 

 

 
  

 
     

 

 

 

 

 

 

 
  

 
     

 

 

 

 

 

 

 
  

 

     

 

 

 

 

 

 
 

  
 平成２８年７月２８日㈭、会員
125 名の参加の下､開催し、上間
町長の激励の挨拶のあと、今年
度安全･適正就業推進実施計
画、標語の表彰や安全宣言のほ
か、２名の会員、ご自身の就業
体験をもとに貴重な意見が発
表、また講話（熱中症について）
など、実りある大会となりました。 
 

【意見発表】 
 
 
 
 
 
 

 

左   万里崎英広 (最優秀賞) 

中央 西江 良明  (優秀賞)  
右   金城 良和  (佳作) 

 
～ＰＲを兼ねたボランティア活動～ 

 平成２８年１０月１５日（土）、臨港道路 

等のごみ拾い・片付け等の清掃を実施。 

 当日は、会員 110名、ほか役職員の 

参加の下、普及啓発の「のぼり」等を掲げ 

センターの PR活動を兼ね、実施しました。 

 

 
 会員･役職員､総勢４２名の参加
の下、南部巡りの視察研修を実施 

 しました。 
共働･共助の仲
間とともに終日
楽しいひと時を
過ごしました。 

 
平成２９年１月１４日（土） 

 

 
          優 勝  崎原盛一 
          準優勝 呉屋泰勝 
          三 位  比嘉吉春 

 

 
 平成２９年１月１４日（土）、 
会員の演舞が披露されるなど 
盛り上がり、交流を深めました。 
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 当センターは、行政の『環境分野』／西原町一般廃棄物処理基本計画における課題解決の一
翼を担うとともに、西原町の「資源循環型社会」及び「循環型農業」の構築と、センター会員の就

業拡大と自前収入の確保による持続的に安定した事業の展開を目指し、『エコ・かえるくん事業』

を立ち上げ、緑のリサイクル事業と併せた、更に進化したリサイクル事業に取組んでいます。 

 行政の環境問題を共有し、「エコ・かえる
くん事業」を立ち上げ、「生ごみ収集委託
業」など、会員の就業機会を拡大する。 

廃棄された「生ごみ」が、「液肥・堆比」に生まれ変わり
作物栽培に活用され、「安心・安全な食材」が地域・
家庭へと、資源循環型社会・循環型農業を目指す。 

安
心
な
野
菜
を
消
費
者
に
お
届
け
す
る
為
に
、
有
機
栽
培

を
確
立
、
日
本
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
を
取
得
し
た
新
規
就
農

者
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
青
年
農
業
者
で
す
。 

 

農
業
生
産
組
織
の
同
僚
か
ら
西
原
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
給
食
共
同
調
理
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み
を

微
生
物
活
用
で
ア
ミ
ノ
酸
液
肥
「
の
び
る
く
ん
」
を
生
産
、

農
家
に
格
安
で
販
売
し
て
い
る
と
の
情
報
で
、
施
肥
し
た
農

家
は
、
今
ま
で
堆
肥
を
一
輪
車
な
ど
で
運
び
入
れ
て
い
た

が
、｢

の
び
る
く
ん｣

は
セ
ン
タ
ー
会
員
が
栽
培
圃
場
に
散
布

し
て
く
れ
る
と
あ
っ
て
、
植
え
付
け
準
備
が
迅
速
に
出
来
、

労
働
力
の
削
減
、
更
に
収
穫
量
が
増
え
、
農
業
所
得
の
向

上
や
、
生
産
意
欲
に
自
信
に
満
ち
た
様
子
だ
っ
た
と
い
う
。 

 

早
速
、
自
身
も
テ
ス
ト
の
つ
も
り
で
「の
び
る
く
ん
」を
Ｊ
Ａ

西
原
支
店
経
済
課
に
手
配
し
、
平
成
二
八
年
十
月
に
元

肥
と
し
て
春
菊
の
栽
培
圃
場
２
５
０
坪
に
「の
び
る
く
ん
」
５

ト
ン
を
散
布
し
て
貰
っ
た
。
そ
の
効
果
に
ビ
ッ
ク
リ
！ 

 

「
追
肥
も
し
な
い
で
３
ヶ
月
以
上
収
穫
し
例
年
の
１
．
５
倍

の
収
穫
を
実
証
で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
色

ん
な
野
菜
栽
培
に
使
用
し
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
た
。 

 

我
謝
在
住
の
小
橋
川
さ
ん
（
写

真
）
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
５
０
０

坪
と
路
地
栽
培
２
０
０
０
坪
に
、

イ
ン
ゲ
ン･

春
菊･

玉
ネ
ギ
な
ど
多

く
の
農
作
物
を
栽
培
、
地
産
地

消
を
推
奨
し
農
産
物
の
安
全
・ 

  液肥製造     生ごみ収集   

 
農
家
な
ど
へ
の 

１
ト
ン
以
上
の
施

肥(
液
肥)

は
セ
ン

タ
ー
が
散
布
！ 
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翁
長
理
事
長
は
、
地
方
公
共
団
体
及
び
農
業
協
同

組
合
以
外
の
民
間
会
社
や
法
人
な
ど
多
様
な
も
の
に

よ
る
市
民
農
園
の
開
設
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
を
受

け
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
二
日
、
西
原
町
上
間

町
長
、
沖
縄
県
農
業
協
同
組
合
砂
川
理
事
長
、
西
原

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
翁
長
理
事
長
と
の
三
者
で 

特
定
貸
付
農
地
（
※
参
照
）
の
適
切
な
管
理
運
営
に
関

し
て
、
貸
付
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。 

 
特
定
農
地
貸
付
に
関
す
る
農
地
法
等
の
特
例
に
関

す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
い
た｢

西
原

町
字
小
橋
川
の
二
千
六
百
八
十
八
㎡
（
八
一
三
坪
）土

地｣

に
係
る
特
定
農
地
貸
付
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
七

年
十
一
月
二
十
六
日 

西
原
町
農
業
委
員
会
会
長
の

承
認
を
得
、
事
業
を
本
格
的
に
始
動
し
ま
し
た
。 

 

本
事
業
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
農
地
を
所

有
し
て
な
い
者
が
、
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
Ｊ
Ａ

か
ら
農
地
を
借
り
受
け
て
、
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用

交
付
金
を
活
用
し
、
地
域
の
高
齢
者
が
野
菜
や
花
な

ど
の
栽
培
を
通
し
て
、
自
然
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
、
会

員
と
高
齢
者
が
、
「
は
い
菜
（
ハ
イ
サ
イ
）
」
と
声
を
掛
け

合
う
交
流
の
場
や
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
そ
し
て
老 

後
の
生
き
が
い
な
ど
、
一
つ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
改
善
を

目
的
と
し
て
開
設
し
て
い
ま
す
。 

 

「
シ
ル
バ
ー
は
い
菜
農
園
」
の
区
画
は
、
四
十
一
の
区
画

に
整
備
さ
れ
、
利
用
面
積
と
し
て
、
十
坪
か
ら
二
十
坪

に
区
画
割
り
し
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
に
供
用
開

始
さ
れ
ま
し
た
。 

 

シ
ル
バ
ー
は
い
菜
農
園
の
利
用
者
の
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が

農
業
の
プ
ロ
で
は
な
い
皆
さ
ん
で
、
始
め
て
土
に
触
れ
る

と
あ
っ
て
、
土
作
り
か
ら
始
め
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
オ
ク
ラ
、

パ
パ
イ
ア
、
玉
ね
ぎ
な
ど
、
育
て
る
中
で
利
用
者
同
士
が

試
行
錯
誤
す
る
日
々
を
一
喜
一
優
し
な
が
ら
お
互
い
の

栽
培
談
義
で
交
流
を
深
め
、
ま
た
朝
夕
の
水
遣
り
や
休
日

は
多
く
の
高
齢
者
が
集
う
賑
や
か
な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

収
穫
が
楽
し
み
で
毎
日
、
は
い
菜
農
園
に
通
っ
て
い
る

利
用
者
は
、
育
て
た
野
菜
は
食
卓
を
飾
り
、
彩
り
豊
か

な
料
理
が
並
ぶ
、
あ
る
利
用
者
は
「孫
達
が
大
喜
び
で
精

が
出
ま
す
」と
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。 

「
島
野
菜
栽
培
基
本
講
習
会
」 

 

シ
ル
バ
ー
は
い
菜
農
園
利
用
者 

(

一
般
高
齢
者
及
び
会
員) 

 

平
成
二
十
八
年
十
月
十
四
日(

金) 

「
野
菜
づ
く
り
の 

 
 

 
 

 

手
引
き
」 

 

農
園
利
用
者
等
に

向
け
、
野
菜
の
基
本
的

な
栽
培
方
法
・栽
培
時

期
や
セ
ン
タ
ー
製
造
の

堆
肥
・液
肥
の
活
用
方

に
つ
い
て
ま
と
め
有
償

で
提
供
し
て
い
ま
す
。 
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就
業
報
告
書
は
、
正
確
に
記
入
し
、
就
業
終
了
後
、

速
や
か
に
提
出
し
て
下
さ
い
、 

※ 

提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
事
務
処
理
上
、
配
分
金
支

払
い
に
支
障
と
な
り
ま
す
の
で
、
就
業
終
了
後
、
単
発

就
業
は
三
日
以
内
、
月
末
就
業
分
に
つ
い
て
は
翌
月
の

二
日
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。 

  

シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
る
に
は 

 

◆
西
原
町
に
居
住
す
る
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
概
ね 

60
歳
以
上
の
方
。（
女
性
会
員
大
募
集
！
） 

 

◆
入
会
説
明
会
を
受
け
た
方
。 

 
 

※
入
会
説
明
会
は
毎
月
第
四
金
曜
日 

午
後
２
時
～ 

当
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 

◆
お
問
合
せ
（
※
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。） 

 
 

公
益
社
団
法
人 

西
原
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

 
 

☎ 

９
４
４
‐
１
６
９
９ 

「
西
原
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
て
検
索
が
可
能
で
す
。 

是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
か
ら
始
ま
っ
た
企
画
は
、
新
た
に
展

開
し｢

シ
ル
バ
ー
は
い
菜
農
園｣

の
開
設
と
い
う
実
を
結

び
ま
し
た
。
▼
農
園
で
は
様
々
な
作
物
が
実
を
つ
け
、
収

穫
さ
れ
た｢

実
り｣

に
季
節
の
移
ろ
い
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
▼
地
産
地
消
で
安
心･

安
全
な
食
材
を
取
入
れ
、

｢

よ
く
食
べ･

よ
く
眠
り･

よ
く
働
く｣

で
、
今
年
も
会
員
の

皆
様
が
生
き
活
き
健
康
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

 
(

上
原) 

 

※
詳
し
く
は
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。 

● 

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会(

毎
月
第
一
・
三
土
曜
開
催) 

● 

三
線
同
好
会(

毎
月
第
二
・
三
木
曜
開
催) 

● 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会(

毎
月
第
四
土
曜
開
催) 

● 

囲
碁
大
会(

三
ヵ
月
毎 

第
二
土
曜
日
開
催) 

屋
や

良
ら

 朝
とも

則
のり

 
 
 会員の知識と経験

が生かされ、働く喜

びと地域社会に貢献

でき、喜びを享受で

きるシルバーを目指

しましょう。 
 
（上原出身 63 歳） 

 

 

寄付金 (平成２８年度) 寄付者一覧 （順不同・敬称略） 

 事業所等名  事業所等名 

● 新中糖産業㈱ ● ㈲丸伊産業 

● 金秀鋼材㈱ ● ㈲浦添建具 

● 友寄オートサービス ● 総合金物さきやま 

● ㈱長嶺商会 ● ㈲ナカヨシ建機 

● ㈱屋我商会 ● ㈱三明 

● ㈲佐久田商会 ● 比嘉藤子（元正会員） 

● 小波津砂販売所   

 

  地域から多くの賛同を得る為、町内企業等を訪問し、シルバー 

事業の公共性・公益性のＰＲ、また寄付金募集の趣旨説明の下、 

寄付金募集活動を行いました。   ※寄付金総額：183,000円 

 

 

 
 
 
 

 

独
自
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
は
会
員･

役
職
員
の
相
互
の

連 

帯
感
や
地
域
内
外
へ
の
ｐ
ｒ
に
活
用
し
て
い
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
是
非
お
持
ち
頂
き
た
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で

す
。 

 

  

地
域
内
外
へ
の
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
や
会
員
・
役
職
員
相
互

の
連
帯
感
の
高
揚
を
図
る
為
、
活
用
し
て
い
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
是
非
お
持
ち
頂
き
た
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
す
！ 

 
宮平ｽﾎﾟｰﾂ・事務用品店 

(西原中学校向かい) 
西原町字翁長 240-3 

 945-4602 
※上記へ各自、ご注文 
となります。 
 


